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ARKでは、2020年までに完全自動運転車が商業化され、自動運転タクシーネットワークの登場と急

成長が可能になると予想しています。こうしたネットワークによって、点と点を結ぶ移動のコストや不

便さが劇的に解消され、経済生産性が飛躍的に向上するでしょう。その結果、現在の自動車産業

は、サービスとしてのモビリティ（Mobility-as-a-Service：MaaS）プラットフォームに組み込まれるかも

しれません。そして、このプラットフォームは株式市場で最も価値ある投資機会の1つとなる可能性が

あります。

RESEARCH

MOBILITY-AS-A-SERVICE（サービス
としてのモビリティ）: 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか
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※本レポートは、英語による2017 年10月発行「MOBILITY-AS-A-SERVICE: WHY SELF-DRIVING CARS 
COULD CHANGE EVERYTHING」の日本語訳です。内容については英語による原本が日本語版に優先します。
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調査の要点

ARKは2019年までに自動運転タクシーが商業化されると予想しています。2020年代の終わり頃に

は自動運転タクシーがドア・ツー・ドア（戸口から戸口）の移動手段の主流になると予想しています。

ARKは消費者による自動運転タクシーのコストは1マイル当たり35米セントになると予想しています。

タクシーの稼働率が高くなると予想され、コストは現在の消費者の運転コストの約半分です。この経

済性により、自動運転タクシーネットワークは広範に採用されると予想しています。

ARKは交通量が2030年までにおよそ3倍に増加すると予想しています。自動運転タクシープラット

フォームにより、目の不自由な人、高齢者、10代の免許取得前の若者を含む非運転者人口が手軽

で便利な輸送手段を手に入れることになります。交通量は増えるとみられるものの、自動運転車は、

より効率的に機能し、運転者に単にハンドルを握っている以上の快適な体験を提供するでしょう。

自動運転車は個人の自動車所有離れを引き起こし、今後数十年には世界の自動車販売台数を押し

下げるでしょう。ARKの調査は、自動車販売台数が先進国で半分近く減少する可能性を示していま

す。発展途上国では、自動車販売台数は長期的に増加するとみられますが、現在予想されているよ

りも遥かに緩やかなペースになるでしょう。

将来の自動車販売の減少は経済にとって悪い知らせかもしれませんが、ARKは自動運転タクシーが

2035年までにGDPを米国だけで2兆米ドル（以下、単に「ドル」）以上押し上げると予想しています。こう

した経済的恩恵としては、追加的なサービス収入、運転から解放されることによる消費者の自由裁量

時間の増加、これまで駐車場に使用されてきた土地の別用途での活用による投資利益拡大などが考

えられます。 

ARKの調査は、MaaSの世界市場が2030年代初頭までに総売上高で10兆ドルを超えることを示して

いますi。こうした売上高の約3分の1は中国でのものとなるでしょうii。米国では、MaaS市場は2030

年までに売上高で7,000億ドル超に達するとARKは予想しており、この額は今日のタクシー業界の

売上規模の30倍以上に相当するものですiii。以下に示すように、自動運転サービス産業の市場は

[i]  ARKはプラットフォームサービスの提供企業の売上高が10兆ドルの総売上高のうち20%の2兆ドルに達すると予想しています。
[ii]     出所: ARK Investment Management LLC
[iii] 現在のタクシー業界の市場規模は190億ドル。出所: http://www.ibisworld.com/industry/default.aspx?indid=1951
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2030年までに、自動運転車製造の市場規模のおよそ10倍に達するとみられます。

ARKの考えでは、投資家は現段階でMaaSをかなり過小評価しており、自動運転タクシーネットワーク

産業は5年以内に時価総額で5兆ドルを超える可能性がありますiv。対照的に、世界の自動車製造業

界は自動運転タクシーネットワーク産業のおよそ3分の1の規模になる可能性があります。本調査レ

ポートで分析しているように、ARKは株式市場の現在の時価総額70兆ドルが自動運転サービスだけ

で10%増えると予想しています。自動運転タクシー市場は、優れた自動運転技術をまとめあげることの

できるテクノロジー企業または自動車メーカーに大きな成長機会を提供しています。

[iv]ARKは2022年に関する最新予想を反映するため、調査レポート発行以降にこの数値を更新しています。
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イントロダクション

輸送・交通—人々や物をある場所から別の場所へ移す手段—は根幹的な経済機能であり、歴史的に
輸送革命は根幹的な経済改革の前触れとなり、それを可能にしてきました。1800年代終わりのシ
アーズ百貨店のカタログ販売は、鉄道輸送なしに小売りを変革することはできなかったでしょう1。同
様に、1920年代にトラクターとT型フォードがなければ、農業従事者が都市部に移り住むことはでき
なかったでしょう。ビジネスの国際化にはジェットエンジンが、製造業のグローバル化には規格化さ
れた輸送コンテナが、大型店舗のある郊外には高速道路システムと手ごろな価格の自動車が必要
でした2。

輸送・交通は革新の新たな時代に入りつつあります。ARKは、優れた経済性と高い利便性により、早

ければ2019年に自動運転車の実用化が促進されると考えています。その結果、自動運転タクシー

は自動車の稼働率を10倍に上昇させ、点と点を結ぶ移動コストを劇的に低下させ、消費行動の抜本

的な変化を促すことでしょう。現在、移動手段では脇役であるタクシーは個人の移動手段を支配する

までに成長し、広範囲にわたる経済的、社会的影響を及ぼすでしょう。 

今後5-10年間に、自動運転電気タクシーは世界人口の健康に大きな影響を及ぼす可能性があり、

また自動車業界に劇的な打撃を与え、経済を再び変革することになるでしょう。ARKは、自動運転タ

クシーネットワークだけで、世界の株式市場の時価総額が今後20年間に10%増加すると試算してい

ます。おそらく最も重要なのは、消費者がより安価で安全な輸送手段、そして稼働時間の短い資産

の減少による恩恵を享受する立場にあるという点です。

1. 自動運転技術は目新しいものではない

自動運転車開発は、数十年も前に自動車メーカーが半自動運転技術を乗用車に採用したときに遡り

ます。クライスラー（銘柄コード：FCAU）は1951年にパワーステアリングを初めて採用しました3。トヨタ

（TM）は1984年にアダプティブ・クルーズ・コントロール（定速走行・車間距離制御装置）を搭載した自

動車を発売しました4。アウディ（AUDVF）は2006年に自動ブレーキ機能を初めて採用しました5。こう

した機能はドライバーの負担の一部を肩代わりすることができますが、完全な自動運転車を創りあ

げることとは大きくかけ離れています。図表1に示すように、SAE Internationalは自動化のレベルを5

つに定義しています。

今日発売されている自動車にはこの自動化レベルでの一部の低いレベル（0～2）の機能が搭載され

ていますが、レベル4（自動化された運転システムが車両の運転操作を行う）は自動車による移動の

実用性と経済性の面で一歩進んだ機能変化を生みだすでしょう。タクシーは今より遥かに安価で遥

かに便利なものとなり、自動運転車の所有者が車両を近隣住民とシェアすることで分散したタクシー

ネットワークが郊外で形成され、タクシーネットワークが人口密度の低い地域で普及することになる

でしょう。
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2.モバイルアプリによるライドシェアが自動車販売からシェアを奪っている

自動運転タクシーの登場は数年先になるかもしれませんが、UberやLyftといったタクシー配車用のモ

バイルアプリは既に輸送・交通手段の体系を変え始めています。モバイルタクシーサービスはその利

便性や普及度、相対的な経済性によって、消費者にとって自動車購入にの代替案として現実的なもの

となっています。ARKでは、モバイルアプリを使っているライドシェアリングサービスが既に自動車販売

を一部奪っていることを確認しています。図表2に示すように、ライドシェアリングサービスは2015年まで

に世界で累計64万台の自動車販売台数を減少させ、2016年にはさらに190万台の減少を引き起こした

可能性があります6。今後は、中国がカーシェアリングによる影響を最も受け、インドと東南アジア諸国

がこれに続くとみられます。ARKはこれらの市場が次の3つの理由により、先進国市場よりも急速にライ
ドシェアリングが普及すると予想しています7：

|　新興国の人口の大きな割合がまだ自動車を所有しておらず、確立した移動手段を有してい　

　　　　ない 

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90

Copyright 2014 SAE International. The summary table may be freely copied and distributed provided SAE International and J3016 are acknowledged as the source and must be reproduced AS-IS.

図表 1
自動運転車のレベル

出所: http://www.sae.org/misc/pdfs/automated_driving.pdf 
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|　新興国の人々は自動車を購入するための資金、または資金調達手段を持っていない割合

     が高い

|  新興国市場では、時間給に対する車両価格の比率が小さく、そのためシェアライドサービ
スは車両を所有するよりも説得力がある選択肢である 

ARKはライドシェアリングが成長している背景が、カーシェアリングのサービスが提供する低価格での

高い利便性にあると考えています。Uberは輸送・交通業界の抜本的な変化の口火を切り、タクシーとい

う輸送形態に従来からの利便性に低価格性を加えました。ARKの調査に基づくと、Uberの成功を収め

たサンフランシスコでの価格引き下げ策は、自動運転タクシーへの潜在的な需要反応の尺度になりま

す。以下に示すように、ARKの試算では、Uberがサンフランシスコで2014年に60%もの大幅な値下げを

実施した結果8、車両の総走行距離は8倍増加しました9。一方で、伝統的なタクシーの平均実車回数は

月当たり700回からわずか504回に減少しています10。
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出所: ARK Investment Management LLC
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2013 - 2015
2016年の自動車
販売台数比（%)2016

China 400,000 960,000 4%

India 100,000 540,000 15%

Southeast Asia 10,000 130,000 3%

North America 100,000 170,000 1%

Middle East & Africa 2,000 20,000 0.4%

Europe 30,000 50,000 0.2%

Rest of World 5,000 50,000 0.5%

World 640,000 1,900,000 2%

出所： ARK Investment Management LLC 及び　OICA.com

図表 2
モバイルアプリのライドシェアリングで失われた自動車販売台数
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Uberはタクシーのみならず、自家用車の走行距離を減少させ、他の輸送手段からシェアを奪ってい

ます11。 ARKの試算によると、サンフランシスコにおいて点と点とを移動するMaaS12の走行距離の合

計が自動車による総走行距離に占める割合は2013年の0.4%から、2014年には0.6%に上昇しました
13。自動運転技術がライドシェアリングの価格をさらに引き下げることで、当社はMaaSが全走行距離

に占めるシェアは大きく上昇すると予想しています。

3. 自動運転車は早ければ2019年にデビューする見通し

ARKは、完全自動運転車を2019年までに消費者が入手できるようになると考えています。この推定

の論拠となっているのが、Google（GOOG）の自動運転車システムの改善率です。2016年*、Google

の実験車両は、1回のセーフティクリティカルでない状況（自動運転システムでは安全が確保され

ず、搭乗したエンジニアが安全な運転を確保するため操作を行う必要があった状況）から次のセー

フティクリティカルでない状況までの間隔が平均で約5,000マイルでした。2015年から2016年の間

に、Googleのこのシステムで人間の介入が必要な走行距離は3倍に延びました。今後は技術的な

問題の解決が難しくなることにより、開発ペースが若干下がることを織り込んだとしても、以下に示

すように、Googleの自動運転車両は2019年までに商業展開の準備が整う可能性があります。ARK

は、その時点では、この車両で人間の介入を要する間隔は5万マイルまで延びるものと試算してお

り、これは今日の個人所有車が故障する距離にほぼ相当し、または自動運転車の「後部座席に座

ることになるドライバー」が許容できる数値とほぼ同じです。 

*ARKはこのセクションに2016年のデータを加え、2017年2月10日に更新しました。注：以前のARK予測には、Googleの自動運転システムが
故障を見つけ搭乗したエンジニアに知らせるまでの間隔のみが反映されていました。ARKは予測を修正し、搭乗したエンジニアが、車
両から安全な運転を確保するための通告を受けることなく、安全な運転を確保する操作を行うまでの間隔も反映しました。
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図表 4
2013-2014年にサンフランシスコで運転されたUberの走行距離（推定）

出所: ARK Investment Management LLC
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4. 自動運転タクシー事業者は先発の優位性を得る見通し

ARKは自動運転タクシーシステムに、自動運転システムが機能しない場合に備え、別の事業者が車

両を遠隔操作することになると考えています14。自動運転システムが周囲の環境によって混乱が生

じた場合、こうした事業者が車両を路肩へと安全に誘導し、遠隔操作を行う人間が車両を動かすこと

になります。ARKはまた、自動運転が可能な車両の初期モデルの多くが自動運転タクシーのプラット

フォームで稼働すると予想しています。タクシーによる移動が、個人が自動車を所有するよりも遙か

に経済的になるからです。

さらに、これらタクシープラットフォームの経営者は所有する車両を用い、自動運転地図の作成や自

動運転システムの向上に必要なデータを収集することにより、地域情報を独占することになるでしょ

う。こうしたデータ蓄積は競合するサービス提供者に対しての参入障壁となるでしょう。最も重要なの

は、自動運転タクシーは極めて価格が手頃であり、消費者により受け入れられ、実際の使用を促す

とARKが推定していることです。
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図表5
自動運転で人間が介入する必要性が生じる間隔（走行距離）

出所： ARK Investment Management LLC
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5. 移動コストは劇的に低下する見通し

自動運転システムの価格が15万ドルと高額だったとしても、試作車がすぐに実用可能と仮定した場

合、GoogleのWaymoはMaaS採用によりマイル当たり約70セントの収益が可能であり15、これは、現在

の個人が自動車を所有し運転するコストに匹敵します。以下で図解するように、自動車を所有する現

在のコストには減価償却費、ガソリン代、駐車料金、ローン利息、保険料、保守費用、登録費用、税

金、タイヤ交換費用などです。一般的に消費者は、費用の全額を年間の輸送コストの計算には含めて

いません。

自動運転タクシーは主に高い稼働率のおかげで個人所有車に対しコスト競争力を有しますが、自動運

転タクシーは人件費がかからないため有人運転のタクシーよりも遙かに優れていることになります。図

表7に示すように、米国でのタクシーの平均料金はマイル当たり約3.5ドルです16。自動運転タクシーは、

コストに占める技術面の割合が遙かに高く、今後想定されるコスト低下に伴い、ますます魅力度を増し

ていくことでしょう。Googleにとって、自動運転用センサーとコンピュータシステムのコストは2012年に約

15万ドルであったものが17、現在は1～2万ドルになっていると考えられ18、自動運転車が商業化される

頃には1,000～2,000ドルに下がっているとみられます19。以下に示すARKの調査によると、個人所有車

よりも高い自動運転タクシーの稼働率により、Google または競合他社の自動運転タクシーの実現可能

なマイル当たりコストは、2020年には現在の半分以下のマイル当たり約35セントまで低下する可能性が

あります20。

DEFAULT for axis and labels:
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Axis Color = RGB 90,90,90
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燃料代(ガソリン)
$0.70/mile 

図表 6
個人所有車のマイル当たりコスト

注：平均ガソリン価格はガロン当たり2.66ドルと想定   |    出所： ARK Investment Management LLC

DEFAULT for axis and labels:
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$0.70 $0.35

米国のタクシー平均 Uber （サンフランシスコ） 個人所有車 自動運転タクシー（2020年）

図表 7
サービス別の自動車の総コスト（1マイルあたり）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト



10

6. 自動運転タクシー･プラットフォームは傑出した価格と利便性の組み
合わせを提供できる見通し

厳密なマイル当たりのコストでは、大量輸送機関の経済性は自動運転タクシーシステムのそれを下回

る見通しですが、自動運転タクシーが提供するドア･ツー･ドアの利便性は、同技術を他の輸送・交通手

段から明確に差別化することができます。以下のグラフに示すのは、各輸送・交通手段のマイル当たり

の価格と、利用者が出発点・目的地から乗降点までに要する移動距離を比較したものです。例えば旅

客機は最も魅力的なマイル当たりの経済性を提供しますが、空港の立地は便利ではなく、全行程には

34マイルもの追加移動を含みます21。グラフの左下に示す自動運転タクシーは、出発地点のすぐ前の

道路から目的地のすぐ前の道路までの利便性を前例のない価格水準で提供します。

図表9に示すように、自動運転タクシーの競争力に関するもう一つのARKの計算では、徒歩（3.99ドル

のビッグマックに相当するカロリーが消費されるとの前提条件で）でさえも、タクシーより割高となる可能

性があります。これは人々が一地点から別の地点へ歩くことをやめるという意味ではありません。結局

のところ、健康志向の消費者が燃焼されるカロリーを徒歩の「コスト」と見做すことはないでしょう。 ま

た、自動運転タクシーの相対的な利便性をもってしても、バスや路面電車といった、より伝統的な大量

輸送機関が締め出されることもないでしょう。むしろ、乗客が駅へ、また駅から容易に移動できる新たな

割安のラストマイル･ソリューション（「端末交通システム」）は大量輸送の相対的な有用性を高めること

になります。

DEFAULT for axis and labels:
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Axis Color = RGB 90,90,90
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($3.50) 自家用機 
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図表8
輸送手段別のマイル当たり単価と輸送手段別の精度

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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さらに、走行距離の増加が予想されることを踏まえると、政治家は、インフラの効率性を高めるため

に、乗客を乗員密度の高い輸送機関に集中させるメカニズムを模索するものとみられます。 

7. 自動運転タクシーの魅力的な経済性が採用を促進する

ARKは、自動運転タクシーは伝統的なタクシーよりも安価で便利であるだけでなく、モバイルアプリに

て自動運転車に呼びかけ、運転席に見知らぬ人が座っていない自動車に乗ることは今より遙かに楽

しいものになると考えています。従来型のタクシーの不便さをコスト換算すると、マイル当たり約1～2

ドルになるとARKは試算しています22。この結果を踏まえると、以下に示すように、自動運転タクシー

サービスは今日の米国のタクシー平均コストを93%下回るとみられます。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90
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タクシー 　自家用機 　　徒歩 個人所有車 自動運転
タクシー

フェリー 　通勤用 

鉄道

通勤用バス　　　旅客機

図表 9
輸送手段別のマイル当たり価格

出所: ARK Investment Management LLC
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 現在の米国タクシー平均 2020年の自動運転タクシー

93% 

図表 10
マイル当たり価格比較

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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ただし現実的には、自動運転タクシーの商業化を全国一斉に行うことはできないでしょう。ARKの予

想では、実際には、いろいろ異なる運用環境において参入企業は自動運転システムの性能を立証

し、自動運転タクシーサービスのネットワークを構築するための時間が必要となります。当初は、こう

した自動運転ネットワークは大学のキャンパス、あるいは人口密度の高い都市といった特定の地域

で運用されることになると思われます。こうしたことから、ARKは、米国での自動運転タクシーの商業

化から走行距離が1,000億マイルを超えるまでに約5年を要すると予想しています。 

その時までには、通勤者や旅行者がより便利でコストの低い移動手段を選ぶことで、需要は爆発的

な伸びを維持している可能性があります。一部のUber利用客は既に自家用車を手放し、運転免許も

返上しています27。今日でさえ、自動車所有者（実質的には移動コストを前払いしている人々）は所

有車を車庫に置いたままUberを利用しており、現行の移動手段システムが非効率的で機能していな

いことを示唆しています。そのため、ARKは自動運転タクシーが米国、最終的には世界全体における

点から点への移動手段の支配的なプラットフォームになると考えています。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90

35億マイル

1,080億マイル

30倍

1年目の自動運転タクシー需要

米国における総走行距離の5.4% 

現在の実際の走行距離

米国における総走行距離の0.1% 

図表 11
米国のサービスとしてのモビリティ（Maas)の推定需要（マイル単位）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

現在の米国におけるタクシーの年間走行距離の合計は35億マイルで23、自動車の総走行距離である
3兆マイルの0.1%に過ぎません24。ARK’の分析は、自動運転タクシーサービスが米国で24時間どこで
も利用可能と仮定した場合、以下に示すように、需要は5年以内に1,000億マイルを超えることを示し
ています25。1年以内で30倍近いという需要増は、Uberが料金を引き下げた際にカリフォルニアで起き
た需要急増と一致するものです26。
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8. 世界の自動車走行距離は伸びる見通し

以下の図表に示すように、ARKは自動車の走行距離が劇的に伸びると予想しています。例えば、目

の不自由な人、高齢者、10代の免許取得前の若者を含む非運転人口は手軽で便利な輸送手段を

手に入れることになります。こうした需要源の増加に加え、MaaSの利便性により、既存ドライバーが

さらに長い距離を移動することを促す可能性があります。

ARKの調査に基づくと、走行距離の増大は渋滞の増加には完全に結びつきません。自動運転車は

より予測的に稼働するため、既存インフラ上での処理能力が向上し、また自動運転タクシーサービス

が駐車インフラのニーズを大幅に減らすことで、道路のより多くの車線が運転車両に振り分けること

ができるようになります。乗車時間が短くなるだけでなく、乗客は自動車の中でNetflix（NFLX）のよう

なオンラインのストリーミングサービスを視聴することや、ソーシャルメディアを閲覧すること、あるい

は電子メールをチェックすることができるのであれば、交通渋滞での待ち時間を気にすることはない

と思われます。

9. 世界の自動車販売台数は予想以上に減少する見通し

自動運転車の製品化に伴い、個人による自動車の所有離れの傾向が加速するとみられます。上述

の通り、ARKは、自動運転車の価格がマイル当たり35セントと、今日のドライバーが負担しているコ

ストのおよそ半分になると考えています。その結果、ライドシェアリング需要によって自動運転タク

シー車両の大口での販売は増加する一方で、消費者は自動車購入を控え、最終的には使用するこ

とのない車両を売却または廃車にするでしょう。図表13に示すように、北米と欧州では、自動運転車

普及の影響によって自動車販売台数が2020年代後半には現在の半分になる可能性があります。

DEFAULT for axis and labels:
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図表 12  
世界の自動車走行距離

出所: ARK Investment Management LLC

兆マイル

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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上のグラフが示す通り、自動車販売は、自動運転タクシーの導入後は北米と欧州でおそらく緩やか

に増加するでしょう。ARKは、非運転者人口による需要の急増が自動運転タクシーの販売台数を押

し上げると考えています。そのため、自動運転タクシーがシェアを伸ばすことで、都市部人口にとっ

て自動車の個人所有は不必要なものになるため、販売車両台数は急激に減少するとみられます。

中古車の販売台数とその価格は、ドライバーが個人所有車を断念することで急激に落ち込むとみら

れます。
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図表 13
北米と欧州の年間自動車販売台数

出所: ARK Investment Management LLC
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図表 14
中国の年間自動車販売台数

出所: ARK Investment Management LLC

カーシェアサービスが自
動車販売を低下させる。

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90
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その後の自動車販売は自動運転車の買換需要
に牽引される。輸送市場が人口およびGDPの増
加と共に拡大することで、販売は他の地域より
も急ペースで伸びるとみられる。
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自動運転タクシーが増えることで、発展途上
国市場の大きな非運転人口は便利で安価な
輸送手段を利用できるようになり、自動車販
売は現在の水準より増加する。
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図表 15
インドと東南アジアの年間自動車販売台数

出所: ARK Investment Management LLC
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図表 16
その他地域の年間自動車販売台数

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

米国では人口の70%が運転免許を保有していますが、これに対して中国では20%に過ぎません28。自

動運転車は、利用の総コストが遙かに低いため、運転免許非保有人口の大きな割合が点と点の間

の移動手段として自動運転車を利用することになるとみられます。その結果、 図表14に示すように、

自動運転車の需要の伸びは中国の自動車販売を2020年代半ばまでには3,000万台に近くに押し上

げ、その後2030年代には2,300万台に減少すると当社は考えています。 

運転をしない人口が大きな比率を占める他の新興国も、中国と同様の傾向になると当社は予想して

いますが、以下に示すように、より力強い人口動態によってこれらの国々の自動運転車需要は中国

よりも高いものになると考えられます。結果として、新興国に重点を置く自動車メーカーは、米国や欧

州に重点を置くメーカーよりも成長を継続させる上で優位に立っていると考えます。
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以上を総合し、当社は、世界自動車販売台数がまずカーシェアサービスの採用、それに続く自動運

転タクシーに採用に伴い、大方の予想以上に大きく減少すると予想しています。以下に示すよう

に、IHSが予想する成長率に基づくと、世界の自動車販売台数が2025年までに、当社予想の8,000

万台を25%上回るおよそ1億1000万台に達することになります。当社は、2030年には、自動車販売台

数がIHS予想のよりも3分の1少ない水準になると考えています。

対照的に、ARKは自動運転車の販売台数が、マイル当たりの大幅なコストの低下や自動運転タク

シーネットワークの利便性により、現在の予想を大幅に上回ると予想しています。自動運転車に関

するIHS予想とARK予想の明確な違いは以下のグラフで確認することができます。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90
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将来的には、世界自動車販
売は現在よりも緩やかな
ペースで増加し続ける。

当初、自動車販売は非運転人口による自
動運転タクシーの利用加速により、最初は
先進国、その後発展途上国でやや増加す
る

~2400万台少ない 

~3600万台  
少ない 

図表 17 
世界の年間自動車販売台数

出所: ARK Investment Management LLC
注：IHSの2023-2030年の数字は成長率に基づくARK Investment Management LLCの推定値。
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図表 18
自動運転車の世界年間販売台数

出所: OECD, ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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10. 自動運転タクシーは米国GDPを押し上げる

米国自動車生産のマクロ経済的な重要性を踏まえると、自動車販売の減少は恐ろしい経済ニュー

スに聞こえるかもしれません。しかし、実際にはそうではありません。確かに、消費者が自家用車を

購入しない年は、経済的にはマイナスの影響があるでしょうが、その後は毎年、所有しないことが経

済的にはプラスに働くことになります。以下に示すように、総合的には、自動運転タクシーによって

2035年までに年間およそ2.3兆ドルの経済生産が増加するとARKの調査は示しています。

こうした経済的恩恵を理解するため、ある消費者が自動車を購入せず、代わりにGoogle、Uberまたは

Tesla（TSLA）の自動運転タクシーサービスの利用を始めたと想像してみましょう。以下に示すように、1年

目は自動車販売が失われることによる経済にとって正味のマイナスの影響が生じます29。
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図表 19 
自動運転タクシーの導入に伴う米国GDP予想

出所: ARK Investment Management LLC
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図表 20
自動運転タクシー顧客の経済的影響（累計キャッシュフロー、現在価値換算せず）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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| 　運転時間（現在は消費者が報酬を得ない市場性のない労働）がレジャーの時間、または
　　　 報酬の発生する労働時間に変わることによる生産性の大幅な向上 

　　| 　自動運転タクシーからの運賃収入、ならびに自動運転タクシー車両の販売 

| 　使用されていない不要な駐車スペースがオフィス、小売店、または住居に転用されること
　　　　による投資利益30　

　　| 　
自動車事故によって発生する年間280億ドルの交通渋滞に伴うコスト減に加え、事故率

　　　　が80%超低下することによって救われる人命31 

ARKの調査によると、こうした恩恵はガソリンおよび保険販売の収入減、ならびに自動車事故により

発生する医療および修理に伴う売上を埋め合わせることができます。米国の個人ドライバー一人が

自動車の購入を断念し、代わりに自動運転タクシーを利用することによる15年間の経済効果の正味

現在価値はおよそ12万ドルです32。 以下に示すとおり、利便性の向上に伴い、自動運転車を利用

し始める消費者の累計数予想を勘案すると、米国における最初の15年間の経済効果の正味現在価

値はおよそ7.5兆ドルに達します。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90

4.3兆ドル サービス収入 

- 4,010億ドル 保守収入
- 5,940億ドル 保険収入
- 7,280億ドル 燃料収入

- 2.2兆ドル 個人向け自動車販売

- 1,790億ドル 自動車修理収入

損失合計額：-4.2兆ドル 

利益合計額：+11.7兆ドル 

純利益：7.5兆ドル   

4.7兆ドル 生産性向上 

660億ドル 混雑解消による利益
1,810億ドル 人命保護による経済的利益
5,980億ドル 自動運転車の販売増
1.9兆ドル 駐車場の投資利益

図表 21
米国の自動運転タクシーの正味現在価値（金額は3%の割引率を適用した15年間の正味現在価値）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ)

なぜ自動運転車は全てを変えうるのか

Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

自動車販売減少のマイナス効果は以下の経済効果によって部分的に相殺され、累計ベースでは、
経済的影響を3年以内にプラスに転じさせます。 
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悲しいことですが、米国で1年間に自動車事故にて命を落とす数万人の大半が無限の可能性を秘

めた若者です。交通事故で失われる人命の損失は大きな打撃であり、以下に示すように、平均的

には年間770億ドルの経済への貢献を失っていることになります。これはニューハンプシャー州の

GDPに相当する額です。

コンピューターは、運転中にメールを打つことも、飲酒運転をすることも、空想にふけることもないた

め、人間よりも迅速に反応します34。その結果、自動運転車はその所有者よりも運転が上手のはず

です。ARKは、自動運転車が最終的に事故率を80%以上減少させると試算しており、公衆衛生の向

上に貢献すると考えます。自動車は毎年、世界で120万人の命を奪っており、その経済的損失は何

千億ドルにも上ります35。

ARKは、数万にも及ぶ人命を救ってきた別の自動化技術である飛行機の自動操縦技術の導入によ

る影響を分析することで、安全性の進歩の影響を定量化しました。自動運転車が飛行機の自動操縦

と同程度に安全性向上に寄与できる場合、自動運転車の導入は歴史上でも価値のある公衆衛生の

進歩の1つになる可能性があります。ARKはDelphi（DLPH）やAutoliv（ALV）といった自動運転技術プ

ラットフォームのプロバイダーとアクティブセーフティ（事故を未然に防ぐための能動的安全技術）の
総合的開発企業 が、こうした進歩をけん引すると考えています。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90
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図表 22
国別の自動車事故死亡者による年間の経済的損失

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ)
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

消費者は自動運転タクシーへのシフトにより、別の形の恩恵も受けられるでしょう。個人所有車
の現在の運転コストはマイル当たり約70セントです。ARKの調査によると、自動運転タクシーの
料金はその約半分であり、年間でドライバー当たり平均4,700ドルのコスト節減となる可能性が
あります33。
さらに、モバイルアプリで自動運転タクシーを予約し、後部座席に座って仕事をし、あるいは
Netflix（NFLX）といったオンラインストリーミング・サービスを視聴することで、消費者は一層の利
便性、生産性や休息時間をも手に入れることのみならず、安全性も享受できることになります。

11. 自動車事故率が80%以上低下する可能性
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対照的に、完全にドライバーがいない世界では、航空業界で起きたことと同じように、ドライバーによ

るミスは減少し、自動車事故率は以下に示す通り、走行距離1億マイル当たりの死亡者数は1.1人か

ら0.2人へと83%低下すると推測されます。ARKの予想では、自動運転車の採用により、2035年まで

に500万件近くの死亡事故を防ぐことができるようになります。

DEFAULT for axis and labels:
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Axis Color = RGB 90,90,90
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対数表示

図表 23
10万飛行時間当たりの事故率（操縦人員数を調整後のパイロットのエラーによる事故の確率）

出所: ARK Investment Management LLC
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図表 24
米国の自動車事故の死亡率は自動運転車によって低下すると予想される（走行距離1億マイル当たりの死亡者数）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

自動操縦技術の導入により、パイロットに起因する飛行機の墜落事故率がこれまでに90%低下しま
した36。以下のグラフに示すように、1960年代から1980年代にかけての自動操縦システムの改良と
操縦の効率改善により、飛行の安全性は劇的に高まりました。初歩的な自動操縦システムは、既に
20世紀初頭に開発されていましたが、コンピューターによる旅客機の自動操縦および情報処理な
ど、電子化された自動操縦システム導入の波は1960年代に押し寄せ始め、1980年代を通じて続き
ました37。そうした中、操縦に必要な人数は、通信、ナビゲーション、情報通信システムの進歩に伴っ
て5人から2人に減少しました。現在の自動化された旅客機は最も安全な移動手段といわれています
が、こうした自動化技術により救われる人命は毎年1万人未満に過ぎません。大半の個人にとって、
飛行機の利用はそれほど頻繁ではなく、また旅客機のパイロットは、一般の自動車ドライバーとは
異なり、訓練された専門家だからです。
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12. 自動運転タクシーの影響が予想を超える大きな影響を及ぼす可能性

上述のように交通事故による死者が減少すれば、保険料も減少するとARKと確信しています。自動

運転車への移行に伴い、損害賠償保険料率の算定表が現在とは全く異なったものになるとみられる

中、Allstate（ALL）、Travelers（TRV）、Metlife（MET）、Chubb（CB）、Progressive（PRG）などの保険

会社は保険金請求の大幅減少という予期せぬ恩恵を享受することになるでしょう。さらに、より多くの

センサーが車両に搭載され、データ収集することで、事故の予測が一段と容易になり、保険会社は

保険料率をダイナミックに設定することが可能になります。

リスクが減少する可能性が高まることにより、自動車保険の市場規模は縮小するとみられます。加え

て、自動運転タクシー業者向けの保険契約は、個人の保険契約者よりも利益率が低いことは明らか

でしょう。自動運転技術を提供する企業は、技術的な過失責任に備えてバランスシートを強固なもの

にするか、あらゆる潜在的なリスクを保険会社などの他社でヘッジすることになるでしょう。

自動運転車は他の産業にとっても好材料となります。1.5兆ドル39である現在の世界の飲料産業規模

は、自動運転タクシーの台頭により専門のドライバーの必要性がなくなることにより、2030年までに

280億ドル38拡大するとみられています。さらに、2030年に（ARKの予測が示すように）世界の自動運

転タクシー乗車時間が4.8兆時間に達することになれば、自動運転タクシーの乗客は、乗車時間の

60％をFacebook（FB）やNetflix（NFLX）などのサービスに向けるとARKは予測しています41。その結

果、現在1.9兆ドル規模の世界の娯楽産業の広告・購読料収益がさらに約1,000億ドル40拡大する可

能性があります。

ARKはまた、自動運転タクシーのネットワークは通信産業にも大きな影響を及ぼすと予想していま

す。ストリーミング再生やソーシャルメディアサービスの利用で、データ使用量は飛躍的に増加する

でしょう。こうしたサービスが携帯電話周波数帯を使用するならば、現在5.6兆ドル42である世界の通

信市場の規模が向こう10年〜15年で2倍に拡大する可能性があります。しかし、おそらく携帯電話事

業者は、事前にデータを読み込んだコンテンツを乗客に提供する自動運転サービス事業者およびモ

バイル機器メーカーと、その利益を分け合う公算が大きいとみられます。

自動運転タクシーは、インフラ投資とそ

の収益性にも影響を及ぼすはずです。

図表25に示すように、自動運転タク

シーは、現在未使用となっている駐車

スペースを別用途で利用可能にするこ

とで、米国経済に年間3,540億ドルの

利益をもたらす可能性があります。駐

車場は現在、本来ならば生産性が高

い多くのスペースを世界中で占有して

いるという問題の大部分は、自動運転

タクシーにより解決されることになるで

しょう。自動運転タクシーの稼動時間

は現在の8倍～12倍に増加するため、

現在自家用車1台当たり必要である5

台分の駐車スペースは43、自動運転タ

クシー1台につき必要な1台分で足りる

ことになります。

DEFAULT for axis and labels:
Tw Cen MT, Regular, 7-8pt
Axis Color = RGB 90,90,90

住宅所有者：590億ドル

商業用不動産所有者：2,290億ドル

地方自治体：660億ドル

年間収益額 

総額：3,540億ドル 

図表 25
米国で駐車スペース再利用がもたらす年間収益額（2030年）

出所: ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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個人が自動車を運転する時間は一日平均わずか1時間（4%）のため、所有する自動運転車を貸し出

すことにより、残りの23時間を有効活用することができるでしょう。例えば、Uberは既存のディスパッ

チ（運転手と乗客をマッチングする）プラットフォームを活かし、自動運転車の所有者に出社時刻と帰

宅時刻の間、あるいは子供たちを学校まで送り届ける時刻と迎えに行く時刻の間だけ、所有車を貸

し出す機会を提供することが可能です。テスラはこのようなプラットフォームを立ち上げる計画を既に

発表しています。予め決まった時間での貸し出しができない所有者でも、時間単位で自動車の貸し

出しを行うことができることになると思われます。

現段階での試算によると、自動運転車の所有者が自分の都合に合わせて車両を貸し出すことによ

り、購入費用の半分以上を5年以内に回収することができます。現在、新車価格は平均で約3万ドル

です44。当社が自動運転車の商業化を予測している2019年頃には、自動運転技術によってさらに費

用は1,000～2,000ドル上昇すると考えられます45。計算上は、自動運転車を１日当たり11時間、1マイ

ル当たり35セントで貸し出すことにより、所有者は年間1万ドル以上を入手でき46、購入費を賄えま

す。

郊外の自動運転タクシーサービスの価格は、競争の度合いや車種によって異なることになるでしょ

う。例えば、近隣で多数の家庭が自動運転車を所有する場合、1家庭のみが所有する場合よりも価

格が低くなることが予想されます。ただし、競争により価格が1マイル当たり20セント程度に押し下げ

られたとしても、所有者は利益を得られるでしょう47。Uberの自動運転車のディスパッチプラットフォー

ムは、ピーク料金制度を採用して供給をさらに呼び込み、需要に対応し、収益性を高めることができ

ます。テスラのモデルSやキャデラック（GM）のCT6等の高級車もプレミアム価格を設定できるでしょ

う。

自動運転車の所有者は、タクシーサービスに加え、ショーファー（お抱え運転手）サービスを特定の

小規模な顧客（入念な審査の上）に時間制で提供することができます。自動運転車の経済性を一般

的なショーファーサービスの経済性やUberが現在提供しているサービスの経済性と比較すると、自

動運転システムの価値が浮き彫りになります。個人的に運転手を雇う費用は年間7万～12.5万ドル

です。Uberがこのサービスをニューヨーク市で展開する場合の費用は、連邦道路管理局が推計した
個人の年間運転距離平均13,500マイルに基づくと、少なくとも年間3万ドルに上ると試算されます。

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

ARKは、自動運転タクシーにより2030年までに米国内の約2億5,000万台分の駐車スペースが解放さ

れ利用可能になると見込んでおり、その地価は現在の価格で4兆2,000億ドルに上ります。こうした土

地再利用がもたらす恩恵の80％以上を商業用不動産所有者と地方自治体が享受することになるで

しょう。再利用される土地と建物は、投下資本に対して非常に大きな収益をもたらすとみられます。

活気あふれるシェアリングエコノミーの世界では、住宅所有者がガレージを寝室に改築したり、庭を

拡張したりする一方、商業用不動産所有者はより多くのオフィス、小売店舗、マンションを建設するこ

とでしょう。自治体は駐車料金を徴収できなくなることになるでしょうが、そのかわりに駐車場を売却

することにより、駐車料金収入を固定資産税収入に転換することができます。当社の推計による

と、2030年の1年間だけで駐車スペースの再利用が住宅所有者、商業用不動産所有者、地方自治

体にもたらす不動産収益は3,500億ドル以上に達します。

13. 分散した自動運転タクシーネットワークにより、郊外で新たなビジネス
モデルが生まれる可能性がある
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一方、自動運転車のショーファー費用は、図表26が示すように、それを84%下回る年間4,700ドルです
48。自動運転技術は現在の輸送システムの弱点の多く（特に駐車場問題や、自動車の大半が渋滞に
巻き込まれる問題）を回避し、シェアリングエコノミーへの参加を後押しすると予想されます。また、時

間制の自動運転タクシーは企業による自動運転車の購入を加速させる可能性があります。購入資金

の負担を幅広い顧客層からの収益で賄うことが可能となるためです。加えて、こうした郊外のタクシー

ネットワークでは、自動車の購入者は比較的高収入が期待できる高級有名ブランド車を購入する傾

向が高くなるため、高級車メーカーにとって追い風になることが考えられます。

14. 自動運転車のMaaS市場は2030年代初頭までに10兆ドルを超える見
通し

パソコン市場と同様に、自動運転車市場でもソフトウェアやサービスの方がハードウェアよりもバ

リューチェーンにおいて魅力的な分野になるでしょう。ARKの調査によると、下の図表に示すように、

自動運転車のMaaS市場の総売上高は2030年代初頭までに10兆ドルを超えることになります。一

方、自動運転車の同時期の総売上高は約9,000億ドルで、MaaS市場のおよそ10分の1にとどまると

みられます。自動運転タクシーの稼働率は個人所有車を大幅に上回ると予想され、自動車の年間販

売台数をますます減少させることになるでしょう。
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ショーファーサービスの年間費用

出所: ARK Investment Management LLC
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自動運転車とサービスの世界売上

出所： ARK Investment Management LLC

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト
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15. 投資家はMaaSを過小評価している可能性がある

ARKは、MaaS市場が秘めている事業機会の正味現在価値は、投資家の現在の認識を遥かに上回る

とみています。下の図表が示すように、MaaSを手掛ける企業（Lyft、Uber、Didi、Grab、Ola等）の株式時

価総額は、目下、約1,200億ドルです。ARKは、自動運転タクシーサービスによる将来の期待営業

キャッシュフローを勘案すると、現在の時価総額は6,000億ドル～3兆ドル（投資家の想定投資期間に

よって異なる）に上ると評価しています49。ただし、この事業機会はDidiやUberだけのものではありませ

ん。Googleは自動車メーカー数社との提携計画を先頃発表したところであり、nuTonomyとDelphiの両

社はシンガポールでパイロットプログラムを開始しており50、複数の自動車メーカー、特にテスラ、フォル

クスワーゲン（VW）、BMW（BMW）、トヨタは、自動運転車とそのシェアサービスの詳細な計画を有してい

ます51。
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Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

ARKは、自動運転システムの向上には運転データの蓄積が重要な要素であることより、MaaS市場における
サービスの提供は、地域別に独占的な企業に集約されるとみています。

国際的にみると、下の図表に示すように、ARKは中国が2030年までにMaaSの最大市場になるとみていま
す。中国は、自動運転サービスネットワーク産業にとって複数の点で理想的な国です。中国のインフラの多
くは比較的新しく、政府は最新の技術開発に重点的に資金配分を行う方針を打ち出しており、人口の大半
はまだ自家用車の所有を目指してはいません。また、人口の都市部集中はますます進んでいます。携帯電
話システムが多数の発展途上国において固定電話システムへのインフラ投資の必要性を不要にしたよう
に、自動運転タクシーネットワークも発展途上国を一足飛びに技術面で優位に立たせ、自家用車購入とい
う投資なしに、点から点への新しい移動手段の利便性の恩恵を享受できるようになるかもしれません。
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現在のMaaS企業の株式時価総額が2兆ドルであるとすることは非現実的に思えるかもしれません

が、ARKの調査は、ビジネスチャンスを考慮すると2030年までに株式時価総額は9兆ドルへ拡大する

見通しで、自動車メーカーのビジネスモデルをさらに縮小させることが予想されます。下の図表に示

すように、ARKは世界の自動車メーカーの株式時価総額は2021年までにMaaS企業の約3分の1にな

り、2025年までには約6分の1になるとみています。この較差拡大の一因は、自動運転タクシーが車

両稼働率の大幅上昇を可能にすることです。当社は平均的なMaaS車両の方が実車距離は長く、そ

れが自動車販売台数を押し下げ、自動車メーカーの売上を抑制するとみています。ただし、自動車

メーカーもMaaS市場に参入することができます。理論的には、投資家が現時点で世界中の自動車

メーカー全社の株式をおよそ1兆ドルで購入でき、そのうちの1社が自動運転タクシー市場で大きな

シェアな獲得できた場合、投資利益率は5年間で4倍になります。ただ、可能性が高いのは、言うまで

もなく、GoogleやUber等のテクノロジー企業がシェアの大半を獲得することです。
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注：ARKは、第一弾のレポート発行以降、この図表を更新しています
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自動車運転の仕組みがMaaSへと移り変わることにより、金融市場で広範な投資機会が生じることが

予想されます。世界の株式市場の時価総額70兆ドルに対し、MaaSが今後10年間で10%以上に成長

することと思われます。換言すれば、従来は認識されていなかったこの投資機会が、今後はこの分野

の株式への資産配分が相当な比率を占めることが予想され、適切なポジショニングを行った投資家

に高リターンをもたらすことが期待されます。 
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上記の通り、ARKは、自動運転システムの向上には運転データの蓄積が重要な要素であることよ
り、MaaS市場におけるサービスの提供は、地域別に独占的な企業に集約されるとみています。テス
ラはこのデータ収集に必要なセンサーを搭載した車両を販売している唯一の企業で、先発優位性を
もっており、世界中の自動運転データの収集で他社に先行していると考えます52。

自動車そのものよりもサービスの価値が高まっていく見通しですが、MaaSの本格始動に伴い、自動
車メーカーも成長機会を活かすことができるでしょう。上の図表が示すように、ARKは伝統的な自動
車メーカーの株式時価総額が2025年までにほぼ倍増するとみており、2025年以降については、自
動運転タクシーが自家用車離れを招く中で減少に転じるとみています。

電気自動車（EV）や自動運転車で成功を収める自動車メーカーは、他社に比べてはるかに成長する
ことができるでしょう。図表31に示すように、ARKはバッテリーの生産コストの低下がEVや自動運転
EVの販売台数を押し上げ、伝統的なガソリン車の販売台数の伸びを上回るとみています53。また、
業界では再編が進み、その結果、収益性が改善するEVメーカーは、ガソリン車メーカーに比べて高
い株価売上高倍率を有することになると思われます54。加えて、自動運転を可能にする主要部品を
製造しているエヌビディア（NVDA）やモービルアイ（MBLY）等の企業や、自動運転用センサー・パッ
ケージを製造しているDelphiやAutoliv等のインテグレーター企業は、自動運転車関連製品市場で
シェアを高める好位置にあります。
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自動運転車は、鉄道誕生以降で最大の経済的変化をもたらす可能性を秘めています。鉄道は都市

設計を変え、入手できる食料品を変え、利用可能な輸送チャネル（最も重要な側面）を変え、その結

果、経済的繁栄につながりました。フォード(F)やGM等の自動車メーカーは先行きを既に見ていたか

のように迅速な行動を起こし、自動運転車事業を推進しています。自動車業界全体の過去1年間の

企業買収は744億ドルに上り55、過去10年間の平均の3倍に達しています。

ARKは、テスラやGoogle等の企業を自動運転分野のリーディングカンパニーとして評価しています。

テスラは自動運転のデータ収集に必要なハードウェアを搭載した消費者向け車両を現在販売してい

る唯一の自動車メーカーで、これにより比類のないデータの蓄積や、自動運転システムを迅速に向

上・進歩させるノウハウを備えています。Googleは技術面で最高の自動運転車を開発する可能性が

あり、最近設立したWaymo社で商業化に向けて前進しています。他の既存企業も追いつく可能性が

あります。伝統的自動車メーカーがどの程度市場を失うかを踏まえると、果敢に戦いを挑むことも考

えられます。

米国で鉄道や初期の高速道路が多数の国民に移動の容易さを与えたように、自動運転車は運転が

できない人々や自動車を購入する経済的余裕がない人々に移動の容易さを与えることになるでしょ

う。自動車は、米国ではかつては独立心の象徴であり、中国では高い地位の象徴でしたが、間もなく

電化製品やモバイル機器と同様になるでしょう。

また、自動運転車によって駐車場に空きが生じ、商用やコミュニティ用のスペースが増えれば、都市

部の景色を劇的に変えるかもしれません。端的に言えば、自動運転車の影響は点から点への移動

の手段という範疇を遥かに超えるものとみられます。我々の日常生活、都市、経済構造は永遠に変

わることになるでしょう。

MOBILITY-AS-A-SERVICE(サービスとしてのモビリティ) 
なぜ自動運転車は全てを変えうるのか 
Tasha Keeny, テーマ・リサーチ・アナリスト

近年で最も似通った事例はコンピューターソフトウェアの業界で、1980年代半ばまでバリューチェーン

の注目分野としてみられていませんでした。その後、S&P500指数に占める比率が上昇し、1990年代

末までには5%超に達しました。ARKは、ソフトウェア業界（1990年代を通じて、世界の人口のわずかな

部分にしか影響しなかった）とは異なり、MaaSのプラットフォームはあらゆる所得層、世界のあらゆる

地域で急拡大するとみています。今まさに、世界の交通手段が大きく変貌していく時代の幕開けのタ

イミングかもしれません。単純な計算でも、こうした変化は予期していた投資家にとって強い追い風に

なることを示しています。

結論
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